









































APA）による「精神疾患の診断と統計の手引き第 5 版（Diagnostic 





































































　兵庫県下の公立中学校 1 校の中学 1 年生 3 クラス100名（男子47
名，女子49名，不明 4 名）のうち，欠損値がある者を除いた93名（男


























































5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10歳 11歳 12歳 13歳 現在も未使用 合計







































①最近 1 週間における 1 日の平均使用時間
　未記入の者11名を除いて分析を行った。最近 1 週間における 1
日の平均使用時間は約219分であった。使用時間の分布をFigure 
2 に示す。もっとも 1 日の平均使用時間が短い者は10分であり，
もっとも長い者は18時間であった。内閣府（2018）によれば，中
学生の平日 1 日あたりの平均使用時間は148.7分であった，また，
1 日の使用時間の分布はTable 2 に示した通りである。本研究の調
査対象者は，使用時間が全国に比べて長い傾向にあった。内閣府
（2018）は平日の 1 日あたりの平均使用時間であり，本研究の調





向にあるといえる。特に 3 時間以上 4 時間未満の使用者が多かっ





Table 2   最近1週間における1日の平均時間の分類
度数 割合 内閣府調査
1 時間未満 7 8.5% 13.8%
1 時間以上 2 時間未満 10 12.2% 25.5%
2 時間以上 3 時間未満 20 24.4% 21.2%
3 時間以上 4 時間未満 21 25.6% 14.4%
4 時間以上 5 時間未満 7 8.5% 9.5%






































依存傾向低群（20～39点） 42 49.4% 56.8%
依存傾向中群（40～69点） 39 45.9% 35.7%
依存傾向高群（70～100点） 4 4.7% 7.6%





















































































































良くなった 変わらない 悪くなった 明るくなった 変わらない 落ち込むことが増えた
友だちとの
関係
依存傾向低 35.7% 64.3% 0.0%
気持ち
依存傾向低 31.0% 64.3% 4.8%
依存傾向中 56.4% 41.0% 2.6% 依存傾向中 48.7% 46.2% 5.1%
依存傾向高 75.0% 25.0% 0.0% 依存傾向高 50.0% 25.0% 25.0%
家族との
関係
依存傾向低 14.3% 81.0% 4.8%
将来
依存傾向低 26.2% 73.8% 0.0%
依存傾向中 2.6% 79.5% 17.9% 依存傾向中 35.9% 64.1% 0.0%
依存傾向高 25.0% 50.0% 25.0% 依存傾向高 75.0% 25.0% 0.0%
成績
依存傾向低 9.5% 76.2% 14.3% 増えた 変わらない 減った
依存傾向中 15.8% 39.5% 44.7%
睡眠
時間
依存傾向低 7.1% 52.4% 40.5%
依存傾向高 0.0% 25.0% 75.0% 依存傾向中 2.6% 43.6% 53.8%
視力
依存傾向低 4.8% 71.4% 23.8% 依存傾向高 0.0% 25.0% 75.0%
依存傾向中 0.0% 61.5% 38.5%
考える
時間
依存傾向低 31.0% 57.1% 11.9%
依存傾向高 0.0% 25.0% 75.0% 依存傾向中 38.5% 51.3% 10.3%
体調
依存傾向低 4.8% 90.5% 4.8% 依存傾向高 75.0% 0.0% 25.0%
依存傾向中 2.6% 89.7% 7.7%
関心
依存傾向低 38.1% 54.8% 7.1%




依存傾向高 50.0% 0.0% 50.0%
疲れ
依存傾向低 4.8% 85.7% 9.5%
依存傾向中 12.8% 79.5% 7.7%













































始 め た 年  ⊖.22  ⊖.09  .15  ⊖.05  ⊖.10  .24 *  ⊖.03  ⊖.09
現 在 の1日
の使用時間
 .22  ⊖.28 *  ⊖.10  .21  ⊖.30 **  ⊖.22  ⊖.09
ネット依存
尺 度 得 点
 ⊖.42 **  ⊖.21  .39 **  ⊖.44 **  ⊖.35 **  ⊖.35 **
将来の希望  .35 **  ⊖.44 **  .40 **  .71 **  .43 **
将来の目標
の 渇 望
 ⊖.03  .17   .46 **  .30 **
空 虚 感  ⊖.44 **  ⊖.33 **  ⊖.16
計 画 性  .36 **  .31 **
現在と未来
の 連 続 性
 .67 **
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